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生産性と成長を実現する超カネ余り時代の戦略

マイケル・マンキンス（ベイン＆カンパニー パートナー）ほか

“Strategy in the Age of Superabundant Capital”, HBR, March-April 2017．

これまで希少なお金という資本をいかに効率的に管理するかが経営にとって大切だと考えられていた。 しかし

2000 年代、 特に金融危機以降、 世界的にお金が GDP を上回るスピードで増え続け、 資本コストは限りなく

低くなってきている。 ベインの分析によるとこのトレンドは一時的なものではなく今後も続く。 お金が過剰にあ

りほぼコストなしで調達できる状況においては、 投下した金融資本のリターンを最大限効率的にあげて既存ビ

ジネスの利益を増やすことより、 ハードルレートを下げて実験的なプロジェクトにも積極的に投資し新事業を興

す成長戦略へと舵を切る必要がある。 またこうした状況下、 最も希少なのは人的資本であり、 これを理解し

ている企業は高い生産性と成長を実現している。

【名著論文再掲】知識労働とサービスの生産性

ピーター F. ドラッカー

“The New Productivity Challenge” HBR, November-December 1991．

「今日、 あらゆる先進国において、 最大の 「経済的」 な課題は、 知識労働とサービス労働の生産性の向上

である。 これを先に実現した国こそ、 21 世紀において優位に立つ」 とドラッカーが述べたのは、 1991 年のこ

とだ。 いまなおこの二つの生産性の問題は議論に上る。 ドラッカーの先進性を示すとともに、 ここで論じられ

た生産性向上の 6つのステップはいまなお有効である。
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【対談】ハードワーク企業の転換――生産性改革で何を目指すのか

伊賀泰代（『生産性』著者）×永守重信（日本電産 創業者、代表取締役会長兼社長兼 CEO）

永守会長は生産性改革に 1000 億円を投じると宣言して話題を呼ぶように、 いまこのテーマを牽引する最先端の企業であ

る。かつては「モーレツ」が象徴とされるほどハードワークが状態化していた企業は、なぜこのような大転換を目指したのか。

何を目的にこの施策を進め、 実際に成果を上げることはできるのか。 ベストセラー 『生産性』 著者である伊賀泰代氏を

聞き手として、 また今回の施策を軸としながら、 永守会長の経営哲学を掘り下げる。

データマーケティングによるサービス業の生産性向上

知識賢治（日本交通社長）

創造性が高める生産性

永山晋（法政大学講師）
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